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はしがき 

 

 京都大学 経営管理大学院 経営学修士（専門職）課程では、2年次に「発展科目」の

履修を課しています。これは、それまでに基礎科目（必修）や専門科目で獲得した知識や

理論と、実務科目で学んだ実務の現状を融合させ、さらに発展させるための科目で、ワー

クショップ（WS）と呼び、ゼミ形式をとっています。具体的には学生が個々にテーマを設

定し、それを調査・研究して何らかの結論に到達することが求められます。2年間の総決

算として、後期の学期末に報告することとなっています。 

 前川 WSでは、前期の到達点、いわば年度末に向けての中間報告として、各人が論文の

形式にまとめることとしています。ここでは今年度の前川 WS履修生 2人の中間報告を合

わせてご紹介します。両名とも観光経営科学プログラムの学生であり、テーマはともに観

光に関するものです。 

 

 一編目は原田 進歩の実体験に基づくもので、「自治体観光担当者のやるきは土岐尾か

ら来るのか？－ワーク・エンゲイジメントと観光資源の影響に関する調査企画人はなぜ旅

をするのか観光心理と旅行体験 －」というタイトルが示す通りの試みについて述べてい

ます。 

 二編目は御門 文の試考で、「本物」とは一体何か、それが「地域らしさ」とどのような

関係で、観光や老舗の経営を後押ししたり束縛したりするのかを考えています。 

 

 上で述べましたように、これらは中間報告的位置づけであり、完結は半年後の予定で

す。とはいえ、現時点でも両名の意欲的な主張や提案を示していると考えます。皆様のご

意見を頂戴できましたら幸甚です。 

 

2024年 10月吉日 編集者として 

京都大学 前川 佳一 
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学籍番号 7530-35-3115 

 観光経営科学コース M2 原田 進歩 

 

⾃治体観光担当者のやる気はどこから来るのか？ 

-ワーク・エンゲイジメントと観光資源の影響に関する調査企画 

 

1. はじめに 

 観光振興において、自治体の観光担当者が果たす役割は非常に大きく、彼ら・彼女らのや

る気は、プロジェクトの成否に大きな影響を及ぼす。しかしながら、現実にはすべての自治

体職員が担当業務に対して高いやる気を持っているわけではない。また、自治体職員は通

常、2〜3年で担当課が変わることが一般的であり、やる気ある担当者が一時的に配置され

たとしても、その効果が継続しないという課題がある。このような状況は、地域の観光振興

に重大な影響を与えることがあり、場合によってはプロジェクトの進行が遅れたり、最悪の

場合には頓挫したりすることさえある。 

 こういった前提を踏まえ、筆者はリサーチクエスチョンとして「⾃治体観光担当者のやる

気はどこから来るのか？」という問いを立てた。筆者は、これまで 8年間ほど自治体の観光

振興に関わってきた経験から、自治体職員のやる気がプロジェクトの成功に不可欠であると

考えている。そこで本研究では、自治体職員のワーク・エンゲイジメントに焦点を当て、そ

の形成要因や影響を明らかにすることを目的とした。 

 近年、日本各地では観光経営組織（DMO）が設立され、観光振興における公民連携が進ん

でいるが、その中においてもやはり、自治体職員の役割は極めて重要である。しかし現実に

は、担当者の交代などによってプロジェクトの進行や施策の精度が安定しないことも多く、

長期に渡って一定の成果を上げ続けることができているケースは稀である(図 1) 。このよ

うな背景から、担当者のワーク・エンゲイジメントの源泉を探求することは、日本の観光振

興において非常に意義のあるものだと考える。 

 

 
図 1. 自治体観光担当者の理想と現実(筆者作成) 

 

 本研究の目的は、ワーク・エンゲイジメントに影響を与える要因を特定し、それに基づい

て各自治体へ、担当者のやる気を高めるための施策を提案することを目指すものである。特

に、外部からの介入によって担当者のワーク・エンゲイジメントを向上させることが可能か

どうかについて検証したい。この研究を通じて、自治体職員がより効果的に観光振興に取り

組むための具体的な方策を提示し、ひいては日本全体の観光振興に貢献することを目指す。 
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2. やる気の定義について 

 研究を進めるにあたってまず、「やる気」という言葉の定義とその指標を明確にする必要

があった。そのため、複数の用語を候補として挙げた。 

 最初に候補となったのは「モチベーション」である。これは、個人が何かに取り組む際の

動機や意欲を指す。ただ経営学における本来のモチベーションの概念は水野ら(2008)の指摘

では「第三者から強制的に行使されるものではなく、個人の自発的行動を引き起こすもの」

であるとされ、本研究の焦点である「外部からの介入可能な領域」としてはふさわしくない

可能性があると判断し、採用を見送った。 

 次に検討されたのは「コミットメント」という概念である。コミットメントは、個人が組

織に対して持つ心理的な結びつきや忠誠心を表すが、具体的な業務に対する情熱や意欲を直

接反映するものではないものとして、本研究には適さないと判断した。 

 このプロセスの中で最終的に選んだのが「ワーク・エンゲイジメント」である。ワーク・

エンゲイジメントは仕事に関連するポジティブで充実した心理状態を指し、オランダのユト

レヒト大学の Schaufeliら(2002)によって定義された概念である。この指標は、活力、熱

意、没頭の 3つの要素から構成される(図 2)。 

 

 
図 2. ワーク・エンゲイジメントの 3 要因(島津, 2010) 

 

 これら 3つの要素が揃った状態が、ワーク・エンゲイジメント(が高い)とされ、この状態

にある人々は、島津(2010)によると「活力にあふれ、仕事に積極的に関与する」とされ「特

定の対象、出来事、個人、行動などに向けられた一時的な状態ではなく、仕事に向けられた

持続的かつ全般的な感情と認知」と定義される。これらの定義から、ワーク・エンゲイジメ

ントは本研究において、個々の職員が業務に対してどれだけのやる気を持って取り組んでい

るかを測る上で非常に有効な指標となると考えた。 

 このワーク・エンゲイジメントを測定するために本研究では、ユトレヒト・ワーク・エン

ゲイジメント尺度（Utrecht Work Engagement Scale：UWES）を用いる。この尺度は、「活

力」「熱意」「没頭」の 3つの因子について、計 17 項目の質問によって測定を行うもので

ある。慶應義塾大学の島津明人研究室によって用意されているこちらの日本語版を活用し、

自治体の観光担当者のワーク・エンゲイジメントを定量的に評価する。 
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3. 研究方法 

 本研究では、自治体の観光担当者におけるワーク・エンゲイジメントとその影響要因を明

らかにするため、二段階の調査を実施する予定である。具体的には、1. アンケート調査と

2. インタビュー調査の二つの方法を組み合わせ、定量的および定性的な分析を行う。(図

3) 

 

 
図 3. 研究フロー案 

 

i. アンケート調査 

 まず最初の段階として、全国の自治体観光担当者を対象にアンケート調査を行う。調査の

対象は、全国 47都道府県および 1,742市町村の観光担当課に所属する職員で、総計約

34,000人を対象とする。この調査を通じて、 

⚫ 観光担当者のワーク・エンゲイジメントの実態 

⚫ それらに影響を与える要因 

などを明らかにすることを目指す。 

 

 
参考: 自治体観光担当課データベース(筆者作成) 
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 アンケートは、二段階構成での実施を予定している。第一段階では前述のユトレヒト・ワ

ーク・エンゲイジメント尺度（UWES）に基づく 17 項目の質問を通じて、担当者のワーク・

エンゲイジメントのレベルを測定する。具体的には、「活力」「熱意」「没頭」の 3つの因

子に関する質問を行い、各因子のスコアを算出する。 

 第二段階では、アンケート回答者の個人的な背景や、彼らが所属する地域の観光資源、さ

らにそれらに対する主観的な印象に関する質問を行う予定である。これらの質問を通じて、

観光担当者のワーク・エンゲイジメントに影響を与える可能性のある要因を特定することを

目指す。例えば、 

⚫ 地域の観光資源の質や量 

⚫ 上司や同僚との関係性 

⚫ 過去の職務経験や居住地 

といった要素が、ワーク・エンゲイジメントにどのように影響を与えるのかを分析する。 

 アンケートの配布方法としては、全ての自治体の観光担当課に QRコード付きのハガキを

送付し、Eメールアドレスが公開されている場所については Eメールの送付も行い、Webア

ンケートへの回答を依頼する。回収率を高めるため、回答者へのインセンティブとしてアン

ケート結果をフィードバックする（ただし個人やエリアが特定できない形で）ことを検討し

ている。 

 

ii. インタビュー調査 

 アンケート調査の結果に基づき、特徴的な回答を示した担当者を対象にインタビュー調査

を実施予定である。インタビュー調査では、半構造化インタビューと質的比較分析（QCA）

を用いて、ワーク・エンゲイジメントとその影響要因との因果関係をより詳細に探る。  

半構造化インタビューでは、事前に用意された質問に加え、インタビューの進行に応じて自

由に質問を展開することが可能であるため、回答者の個別の状況や考え方を深く掘り下げる

ことができる。これにより、アンケート調査では明らかにできなかった、より複雑で微細な

要因を特定することが期待される。 

 また複数のケースを比較することで共通のパターンを見出し、因果関係を特定する質的比

較分析（QCA）を用いることで、ワーク・エンゲイジメントに影響を与える要因を体系的に

整理し、一般化可能な知見を導き出すことを目指す。 

 以上のように、アンケート調査とインタビュー調査を組み合わせることで、定量的および

定性的なデータを収集し、自治体の観光担当者におけるワーク・エンゲイジメントの実態を

多角的に分析することを目指す。 

 

4. 仮説と期待される効果 

 本研究では、自治体の観光担当者におけるワーク・エンゲイジメントに影響を与える特定

の要因が複数存在すると仮定し、これらの要因を特定することで、ワーク・エンゲイジメン

トを向上させるための施策を導き出すことを目指す(表 1)。 
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表 1. 特定を期待する要因例とその効果 

要因 期待される効果 

地域資源の質と量 地域に存在する観光資源の質や量と担当者のワーク・エンゲイジメ

ントに相関がある場合、観光資源の開発や整備によって担当者のや

る気を向上させることができる。 

担当者の経歴 担当者の過去の職務経験や居住地がワーク・エンゲイジメントに影

響する場合、特定の条件を満たす人物を担当にすべきであるという

判断ができるようになる。 

上司や首長の姿勢 担当者の上司や所属自治体の首長の観光振興への姿勢が担当者のワ

ーク・エンゲイジメントに影響する場合、上からのサポートやビジ

ョン策定によって担当者のやる気を高めることができる。 

 

 これらのように、ワーク・エンゲイジメントに影響を与える要因が明らかになれば、自治

体や上司が担当者に対し、ワーク・エンゲイジメントを向上させるための具体的な施策を打

つことが可能になる。また、ワーク・エンゲイジメントが高い担当者が所属する地域に共通

する観光資源や特徴が特定されれば、類似する資源を持つ他の地域でも同様の成功が期待で

き、逆に観光資源が乏しい地域では、別のアプローチが必要であることが示される可能性も

ある。 

 以上のように、本研究は、自治体職員のワーク・エンゲイジメントを向上させるための具

体的な施策を提案するだけでなく、観光振興におけるプロジェクトの成功に寄与する知見を

提供することが期待される。 

 

 

5. 懸念事項と対策 

 本研究を進めるにあたっては現在、2つの懸念事項が存在する。1つはアンケート回収率

とその偏りへの懸念であり、もう 1つは相関関係が見出せない可能性についてである。 

 1つ目については、全国の自治体観光担当者約 34,000人を対象としたアンケート調査を

実施予定だが、ハガキや Eメールを受け取った担当者が、部署内に共有しないまま処分した

りすることで回収率が低くなる可能性がある。対策としては先述の通り、回答者へのインセ

ンティブとして、回答者にはアンケート結果全体のフィードバックし（個人やエリアが特定

できない範囲で）、共有することを予定している。また、アンケートの存在を広く周知する

ために、ハガキの送付のほか、個人の繋がりがあるところには直接依頼や、問い合わせ窓口

がある自治体については Eメールを送るなどの情報発信によって、回答を促進する。 

 2つ目については、仮にデータが大量に集まったとしても地域特性や個人の背景が非常に

多様であるため、明確な相関関係が見出せない可能性があるという点である。アンケート調

査によって収集されるデータのばらつきが大きく、一貫したパターンを見出すことが困難で

ある場合、仮説が全く成り立たない可能性がある。 

 このような場合は元々実施予定であるインタビュー調査とそれに伴う質的比較分析

（QCA）により重きを置くことで、ワーク・エンゲイジメントに影響を与える要因を、より

定性的に特定することで軌道修正する予定である。 
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6．最後に 

本調査のスケジュールについては、10月中にアンケートの送付を行い、11 月中旬ごろか

ら回答の分析を予定している。インタビューについては 12月後半から 1月中旬頃でまでを

目処に行い、最終結果については 1月末の報告会にて発表を行い、2月初旬に報告書として

文章化する予定である。 

 いずれのような結果がでるとしても、 
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観光経営科学コース M2 御門 文 

 

「地域らしさ」とは何か 

－観光と老舗から見る「関係性のオーセンティシティ」－ 

 

1. はじめに 

地域観光において、住民の生活の一部しか垣間見ていない観光客はどんな体験を持っ

て「地域らしい（本物）」と感じるのだろうか。また、それは地域で生活してきた住民

自身の感じる「地域らしさ（本物）」とはどう異なるのであろうか。住民が納得できる

形での「地域らしさ」を担保しつつ、持続的な地域振興に繋がるような観光商品として

の「地域らしさ」とうまく両立していくにはどうすれば良いだろうか。 

本レポートでは、コロナやオーバーツーリズム、また地域における人口減少や少子高

齢化などを背景に、京都や東京などの名所への一極集中型の観光から、各地方の隠れた

魅力に触れる地域分散型の観光の注目度が増している現代において、持続可能な「地域

らしさ」とは何か？というテーマについて、前半は地域内外での「観光客と住民との関

係性」、後半は地域内での「老舗と、老舗が育った地域との関係性」の観点から考える。 

 

2. 「地域らしさ」とその社会背景 

生成 AI や CG による架空の人物の画像やコンテンツの作成、SNS 上における写真の

「映え」効果のための加工や編集、インターネット上に溢れる偽情報や隠れ広告などと

過度に虚偽の情報に晒されている現代において、観光においても意図的に演出されたも

のや SNS でのトレンドから、リアルで等身大である「本物」の地域体験へのシフトも勢

いを得つつある。一方、迎える地域の側でも、少子高齢化や人口減少、そして伝統産業

の持続可能性の模索などの課題を抱えており、地域の観光を手段とした経済振興への期

待は高い。そういった背景の中で、若い人材が中心となって古民家などの地域資源を活

用した民泊や農泊、また独自の体験プログラムやガイドツアーなどが造成されてきてい

る。 
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図１：顧客志向の変化（筆者作成） 

 

3.地域における「本物らしさ」 

では、地域における「本物らしさ」とは何だろうか。例えば、オリジナルの地域文化

のみが保有する「客観的な真正性」を想定し、その本物らしさを追い求めるような「自

身の価値観で判断する」観光客は、好奇心から自ずと地域への関与度が増し、住民との

密な関係性を積み上げる中で見極めようとする。一方で、自身が本物の体験が出来てい

るかどうかには特段関心がなく、「世間の評価が高く、よく知られている」場所を一つ

一つ確かめることが「本物らしい」と考えている観光客も多く存在する。これらの感覚

は訪問場所の訪問回数や滞在期間、地域住民との関わり方によっても異なる。以下は、

宗田1による観光客と住民の行動の変容を表した表である。 

 

図２：観光客（ゲスト）と地域（ホスト）の行動変容2 

 

ここから、動物園型の「確認するだけの初心者」、Stendhal 型の「本質を追求するリピ

ーター」、H.Hesse 型の「地域に溶け込む関係人口」と行動変容の段階が上がるにつれ
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て、観光客が地域に溶け込み、当事者として住民と地域文化を共創していく。こうして

観光客は、地域の観光資源そのものと、観光客（ゲスト）と地域（ホスト）との関係性

の深度から、最終的な自身の主観を持って「地域の本物らしさ（＝オーセンティシティ）」

を判断していくと考えられる。ただし、ホストとしての地域にはビジネスを主体とする

演出者の「地域観光事業者」と、生活を主体とする実践者の「住民」の二者が存在する

ため、「地域らしさ」の真正性を主張する上では両者の在り方に整合性が必要であるの

だが、地域観光事業者が観光商品作りのために修験道などの秘匿性の高い地域信仰文化

を暴こうとするなど、実際には対立してしまうこともある。 

 

4. 観光における「本物らしさ（オーセンティシティ）」 

Goffman は演劇の理論を用いて社会的活動の場所を表舞台と裏舞台に分けて説明し

ているが、MacCannell はそれを観光文脈に当てはめて「演出されたオーセンティシテ

ィ」3として説明している。表舞台が地域と観光客が出会う場所とし、裏舞台を地元の

人々が観光客向けの舞台準備をしているプライベートな空間と考えた場合、表舞台での

オープンな「本物らしさ」を確保するためには、比較対象として裏舞台での閉鎖的で秘

匿性の高い地域コミュニティを保つ必要がある。この場合、地域においても観光客の体

験のほとんどが「演出された本物らしさ」であり、一部の人がさらに地域に溶け込んで

住民と特別な関係性を作ったとしても、それもまた一時的な演出された舞台裏（日常）

でしかないとされる。図３は、観光空間の分類について筆者が検討したものである。 

 

 

図３：観光空間の類型 

 

5.「地域らしさ」は創作できるのか 
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これまでに述べたとおり、地域の「本物らしさ」は観光客の経験と主観によって決ま

る。それらは過去の歴史や遺物に対してだけでなく、将来の可能性にも着目している。

それでは逆に「地域らしさ」の新たな真正性を作り出すことは可能であろうか。橋本の

「構築主義」4に基づけば、ポストモダン社会において真正かどうかは問題とされなく

なってきており、真正性は社会的に構築可能なものであるとみなされている。 

その中で、「新たな真正性を作り出す」取り組みとして、「ミクロネーション」の事例

が挙げられる。ミクロネーションとは、小規模な独立国家を自称し、地域創生や観光促

進を目的に新たな文化的ストーリーを生み出す取り組みであり、日本では「ミニ独立国

家」の名前で各地にて行われていた。奈良県下北山村では、35 年ぶりに「下北山村ツチ

ノコ共和国」が 2023 年に復活し、大きな話題を呼んだ。同村は高齢化と人口減少に悩

まされる中で、一般社団法人「下北山つちのこパーク」を設立し、ツチノコというキャ

ラクターを活用した観光事業を展開している。 

 

図４：新キャラクター「つちのこくん」と「つちのこだより」5 

 

また、2016 年に放映されたアニメ「サクラクエスト」6では、富山県南砺市をモデル

にした「ミニ独立国家」を舞台にした地域おこしが描かれている。これは、東京で就職

活動に苦戦する女子短大生が、過疎化が進む架空の街、間野山市（まのやま）の観光大

使に就任し、周囲の助けを借りながら村おこしに取り組む様を描いたアニメで、廃校活

用や祭りの復興、路線バス存続問題など、日本各地の過疎地域が抱えている問題を鮮明

に映し出している。同市と、アニメ「サクラクエスト」の舞台となった架空の「間野山

市」は姉妹都市提携を結んだことも話題になった7。 

一方で、実存する伝統文化をもとに新たに構築されようとする「地域らしさ」も存在

する。例えば天草南蛮文化の「天草更紗」の事例である。天草は「潜伏キリシタン」な
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どキリスト教や、教会、そしてそれらをもたらしたポルトガルなどの南蛮文化にゆかり

のある場所である。また更紗とは、南蛮から舶載されたインドやペルシア、スマトラ風

の外来模様布のことで、天草更紗は江戸時代にその技術を受け継いだ日本の職人が作っ

た伝統的な和更紗である。 

 

図５：復活した平成天草更紗8 

 

ただし、歴史的資料が存在しないこと、過去に数度消滅して復元された点、他の地域

文化の影響による可能性がある点などが指摘されており、その真正性には現時点でまだ

疑問が残るため、住民が自分たちの文化として誇るのに躊躇してしまうという課題も残

っている。そこで、天草市は地域活性化に向けて更紗の技術を含めた天草南蛮文化の復

興を行う中で、その文化の「本物らしさ」の担保に向けてポルトガルより天草南蛮文化

検証のチームを招聘し9、彼らの指摘した大航海時代の世界観に関する誤謬や潜伏キリ

シタンに関する解説の矛盾点などを整理しながら、未来にむけて新たな真正性（創発的

オーセンティシティ）をグローバルに構築しようとしている。 

 

これらの事例は、真正性の正誤の枠にとらわれず、歴史や文化を再構築し、新たな地

域らしさの真正性を創り出す取り組みである。こうして新たに生まれた真正性は、もと

もとの地域文化に新しい意義を与え、さらに観光客との交流の中で新しいアイデンティ

ティを付与され、その結果、新たに創り出されたはずの「真正性」が、時間の経過とと

もに客観的な真正性として地域文化として定着していくことも期待される。 
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図 6：オーセンティシティのゆらぎと循環図10 

 

6. 「住んで良し、訪れて良し」の地域 

上記の議論を受けて、ゲストの観光客にとってもホストの地域住民にとっても魅力的

な「住んで良し、訪れて良し」の地域はどういったものであるのだろうか。図７は筆者

が作成した、地域における住民数と観光客数の増減のマトリクスである。テーマパーク

化や住宅地化のケースは見られるが、「住んで良し、訪れて良し」の通り、コミュニテ

ィ化が実現出来ている地域事例やその特徴を調査するのは今後の課題である。また、そ

の際に図３の観光空間の類型とどのように関わるのかも検討されるべき点である。 

 

 

         図７：観光客数と住民の人口の増減関係（筆者作成） 
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7. 地域密着型の老舗が抱える持続性と成長性のジレンマ 

「地域らしさ」と観光に一旦区切りをつけ、ここからは「地域らしさ」と老舗につ

いて考察する。地域密着型経営の老舗は、地域伝統や高度な技術を守りながらも時代

の変化への適応が求められる厳しい経営環境にあり、常に事業の持続性と成長性のジ

レンマを抱えている。筆者の実家も古くから育成林業を営む家系であり、番頭をはじ

め、山守や山師などの職人達が近隣に住居を持ち、そこから職場に通う食住一致型の

経営をしていた。地域密着型の経営であるため、従業員の暮らす地域の行事や学校備

品への寄付などの地域貢献事業も併せて行っており、地域との関係性も深く長い。現

在でもその関係性や習慣は一部引き継がれている。そういった中では、地域とは「顔

が見える関係性」であるが故に、事業の持続性に関する支持は厚いものの、逆に成長

性に関しては、「地域で商いと生活を続ける上で、新事業に迂闊に手を出して失敗する

ことは決して許されない」、また「長年育ててもらった地域を裏切ることは許されな

い」というプレッシャーによって、内側からの変革がなかなか難しい状況にあると言

える。 

 

図８：地域密着型の老舗のジレンマ（筆者作成） 

 

8. 京老舗「上羽絵惣」の事例 

一方で、このような地域における持続性と成長性のジレンマを上手に解消した企業

の事例も存在する。それはたとえば、2023 年度後期の観光老舗経営論の授業で調べた

京都の「上羽絵惣」という老舗である。上羽絵惣は、京都の岩絵具などの日本画用絵

具卸の老舗であるが、日本画の需要減や借金などの経営危機に際し、地域からの存続

期待や、職人の雇用維持と伝統技術継承の責任を原動力として、絵具の材料である胡

粉をベースにした、爪に優しい和色のネイル事業を新たに始めた。これが多方面で人

気となり、介護事業や海外販売など多様な外部成長を視野に入れていきたい一方で、

従来の伝統的技術や、格式ある老舗性を期待する地域の中で存続する必要もある。つ

まり「リスクをとって他の事業に手を出した結果に家業を滅ぼしては、これまで育て

てくれた地域や先代達の顔に泥を塗ってしまう」という、失敗を許さない強い抑止力

がかかる。その際に、同社は「あくまでもネイル事業は副業であり、本業は絵具卸で
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ある事に変わり無い」と、あえて「副業」であることを明確化して11地域内外に発信

する事により、地域密着型の老舗としての持続性の信頼維持と、新規事業の成長性の

両立に成功したと言える。

 

図９：上羽絵惣の持続性と成長性の両立（筆者作成） 

 

9.老舗の企業的指向性に地域が与える影響 

このような「持続性」と「成長性」のバランスについて、江島の中小家族企業の起業

家的志向性（Entrepreneurial Orientation）に関する研究12がある。企業家的志向性を刺

激する主要素の一つとして、社会情緒的資産(SEW、Social Emotional Wealth )の一部や

社会関係資本などの地域との関係性によるものが刺激となり、それがその後の企業の持

続性や成長性を生み出す活力となっている。そして、以下図 10 のようにその持続性と

成長性の強度バランスによって 

⚫ 既存市場重視の利用型 

⚫ 新規市場重視の探索型 

⚫ 両立重視の統合型 

という３つのタイプに分かれるというものである。 

 

図 1０：中小規模のファミリー企業の企業家的志向性13 
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ただ、日本の中の企業や老舗における企業家的志向性の研究は現時点であまり研究事

例がないようだ。筆者は、地域密着型の家族経営企業である老舗の個性や地域らしさが

この３タイプに表出するのではないかと考えている。そこで、それぞれのタイプに当て

はまる老舗事例について半構造化インタビューを行った上で、刺激となっている「地域

との関係性の深さ（地域らしさ）」との関連性を見出したい。同時に、それが同質性の

強い地域社会において、「地域らしさ」を生かしながらも観光を始めとする新しい事業

変革をする上でのヒントとなるかもしれないことを期待している。 

 

10.終わりに 

本レポートでは、持続可能な「地域らしさ」とは何か？というテーマについて、地域

内外での「観光客と住民との関係性」、後半は地域内での「老舗と、老舗が育った地域

との関係性」の観点から考察した。これまでの考察から、観光客が感じる地域らしさ（真

正性）、老舗の地域らしさ（真正性）はいずれも建物や商品などのハード面のみではな

く、そこに宿る「地域住民との関係性」というソフト面でのコミュニケーションの濃さ

と長さによる「信頼・共創関係を醸成するプロセス」が何より重要であると言える。例

えば、直島のベネッセアートサイト直島では、その地域特性を生かした作品を作る「サ

イト・スペシフィック・アート」が主流となっている。アーティストは長期間実際に直

島に滞在して、アート制作を通じて住民との信頼関係を育みながら地域理解を深める。

こうして、地域住民との交流を深め、共創関係を築くことによって、作品自体の魅力と

地域の魅力が溶け合い、「地域に根ざすアート」として訪れる人が納得する作品となる。

観光事業と老舗は一見関係がないように思われるが、持続可能な「地域らしさ」を作り

上げていく上で、長年にわたり地域に根ざして住民との関係性を築いてきた老舗の「密

度の濃いバランス力」は非常に参考になる。また、地域性が強くなり過ぎて変革が容易

に出来ない老舗においても、観光による新たな「地域らしさ」創りへの取り組みは経営

の身軽さを取り戻すためのヒントになる。その点で、「地域らしさ」のオーセンティシ

ティは、「観光客と住民」や「老舗と住民」における二者間の関係性の密度（＝強度、

重さ）そのもので、それは時間の長さの中で培われる当事者性の高い地域理解や、住民

の肯定的関与によって強化されるものだと考える。 



 16 

 

図 1１：「地域らしさ」を生み出す構成要素の考察（筆者作成） 

 

 

 

                                                                      以上 
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